











































































仕、兼而勤功茂有之、安永四未年（一七七五）文左衛門身柄一代刀御免被仰付、其後同六酉年上郷 上中郷）山口御宰判江御添石被仰付、同（安永六）秋より山口御勘場江被召仕、算用師役被仰渡、同寅秋 天明二、一七八二）迄相勤、同秋より御恵米方役被仰付、同卯秋（天明三）より町 恵米方相添、同辰秋（天明四）勘場守気分相ニ付勘場守役被相添所勤仕候処 三役ニ而ハ御用繁ニ付、加勢壱人被相添所勤仕、其節標幟物境御改ニ付、別
べっして
而御用繁ニ御座候所、昼夜出精奉















紙朱書割書） 「天保十二丑年父文左衛門へ一代刀、伜一代刀御免」被仰付難有仕合奉存候、文左衛門事引続御庄屋役相勤候処、子九月より大庄屋之席（ニ）被差置、同丑九月（天保十二）御庄屋役退役、直樣大庄屋役被仰付、翌寅八月（天保十三）迄所勤仕、同九月より辰八月迄 訂正貼紙）仕組懸りニ被仰付、同九月より（貼紙朱書） 「父文左衛門勧農方当時相勤」勧農方被仰付、当未年迄 弘化四、一八四七 相勤、御賞美後七ケ年共ニ以上三拾六ケ年所勤仕候事
一

























































 法鏡院様山口湯田御殿より小郡被為遊御歩行、去年三月二十六日（弘化三、一八四六）乍恐私宅江被為仰付御小休所ニ御座候間、 御次廻り畳仕替并御仮門其外諸事自力を以御引受仕、御座敷端ニ竹の子沢山ニ出居候所、見事之竹の子ニ付奉 内献候様との御事 内授被為仰付候ニ付、 乍恐於私宅奉献上同四月二日御帰殿之節茂被為遊御小休所 同様 出居、御印付ニして被為仰付置候分堀出 湯田御殿江奉献上候、冥加至極奉存上候事
一













































































析により「御仕成」の形 過程・性格等が明らか されている。これによると、萩藩の「御仕 」は先祖代々の「勤功の累乗」を土台に、経済力重視（米銀 供出）を加味した藩や地域社会への貢献度を基軸にしたもので 両者 バランスは時代の状況を反映した政策により変化した。また、 は「役中」 一代」 「嫡子」と期限が細分化され、特に帯刀の許可は身分統制のうえから厳しく制限されていたことが指摘されている。　
勇蔵の勤功上申書も伊藤氏の指摘する特徴を備えたものである。











































算用師 安永6年秋 天明2年秋 2-3，2-4：算用師・林武左衛門．








































上郷(上中郷）庄屋 享和3 文政2 4-2：証人庄屋相勤．











































































































































































域の変動が記されている。具体的には七代文左衛門の役職と関係する中関宰判との統廃合、上中郷の山口宰判への分割統廃合、三田尻宰判内「西ノ浦」 小郡宰判への分割統廃合である。 「西ノ浦」は一〇代勇蔵の献金も関係している。そこで、市町村市史等の文献や山口県文書館所蔵の「小郡宰判本控」 、及び林家文書の調査によって得られた沿革を次にまとめておきた 。　
中関宰判は『防府市史』によると明和五年（一七六八）七月、塩








































































































る。役職等の沙汰 はそのうち二軸に分けて、 ⑴安政二年「卯八月」～文久二年「戌閏八月」の二一通（役職一〇、職務一一、内、趣意書一）と、⑵文久二年「戌一二月」～明治一〇年五月一七日 三〇通（役職・職務各一五、内、諸郡勘農方大庄屋二）の切紙が表装されている。沙汰書には勇蔵の自筆で申渡しの年月日、場所、同席の藩の役人、用務の内容等を記したいわゆる「ヒヤシ」が添えられたものがある（①一一通、②七通） 。　
このようないわば地方役人の任免沙汰書集成はおそらく萩藩内で

















































恵米方差替（免除） 文久元.5 ［文久元.7］ ・気分相ニ付役儀断り申出により差替．
恵米方（再勤） 文久元.8 文久元.8 ・8月中再勤．





































































































筆の「日記」 「手控」 、山口県文書館所蔵の「小郡宰判本控」 、林家文書目録データベース、 『小郡町史』増訂版等の文献と照合し、補訂を行った。依拠史資料は備考欄及び注記に示した。　
また、本表の大庄屋就任以降の期間における勇蔵の「御仕成」に




























































































090-09 見聞集 安政2年9月 政恒 安政2.9
恵米方 安政3.9～安政4.8 090-08 日記 安政3年9月 林勇蔵　 安政3.9.1
恵米方 安政4.9～安政5.8 090-07 日記 安政4年9月 林勇蔵政恒 安政4.9.1
恵米方 安政5.9～安政6.8
恵米方 安政6.9～万延1.8
090-04 日記 安政6年9月 林勇蔵 安政6.9.1
090-06 見聞集 安政6年9月 林勇蔵 安政6.9
恵米方 万延1.9～文久1.8 090-11 日記 万延元年9月 林政恒 万延1.9.1
大庄屋 文久1.9～文久2.8
090-19 日記 文久元年9月 大庄屋許 文久1.9.1
090-17 見聞集 文久元年9月 政恒 文久1.8
090-18 手ひかえ 文久元年9月 文久1.9
非番大庄屋 文久2.9～文久3.8
090-16 手控 文久2年9月 林政恒 文久2.9.1
090-15 手ひかえ 文久2年9月 林政恒 文久1.閏8
非番大庄屋 文久3.9～文久3.12 090-13 日記 文久3年9月 林政恒 文久3.9.1
恵米方 元治1.1～元治1.8
090-12 ○ 手控 文久4年正月 林政恒 文久4.3
090-14-02 諸控 元治元年子　一 文久3.3
090-14-03 ○ 諸控 元治元年子　二 元治1.7.6
大庄屋 元治1.9～慶応1.8 090-20 ○ 日記 元治元年9月 大庄屋許 元治1.9.1
大庄屋 慶応1.9～慶応2.8 090-26-02 ○ 日記 慶応元年9月 大庄屋許 慶応1.9.1
大庄屋 慶応2.9～慶応3.8 090-25 ○ 日記 慶応2年9月 大庄屋許 慶応2.9.1
恵米方 慶応3.9～明治1.8
090-24 ○ 手控 慶応3年9月 林勇蔵政恒 慶応2.12.17
090-23-01 ○ 諸控 慶応3年9月 御恵米方　林勇蔵 慶応3.8
090-23-02 諸控 明治元年辰一 慶応4.2
090-21-02 諸控 ［明治元年辰二］ 明治1.10
090-21-03 諸控 明治元年辰三 明治1.10
恵米方 明治1.9～明治2.8
090-22 ○ 手控 慶応4年9月 林政恒 明治1.9
090-21-01 諸控 慶応4年9月 御恵米方　林勇蔵 慶応4.9
090-21-04 諸控 明治2年 明治2.7
恵米方 明治2.9～明治3.8 090-61-01 諸控 明治2年9月 明治2.8
恵米方 明治3.9～明治4.9
090-61-02 諸控 明治3年 慶応3.12






090-60 手控 明治2年7月 林勇蔵 明治2.7
090-59 ［諸覚綴］明治2年10月

























ら父九代文左衛門の大庄屋時代のものであろう これによると修補方を担当する恵米方扱いの史料は四七件（四五冊と袋入二点）で、冒頭に①「御仕組米其外預り米諸請払帳」②「修補方預銀銭請払帳」③「勘場地下囲米根帳」及び上中郷以下、一一か村の小郡各村「地下囲米根帳」 が掲げられている。これら三種 はその後も累積、伝存されており、明治期までの全容を表４に示した。表示のようにすべて恵米方の職掌として作成されたものである。　
表４の①―ロ「御仕組米其外預米請払帳」は右の修補方目録①に




090-55 ※ 明治5年8月8日 林勇蔵 明治5.8.8
090-56 手控 明治5年正月 林政恒 明治5.1
090-52 手控 明治6年 林政恒 明治6.7.22





090-50 日記 明治7年11月26日 林政恒 明治7.11.26


























享和元～3 9月 享和2～文化元 8月 恵米方 3






文化10～14 9月 文化11～文政元 8月 恵米方 5
文政元～13 9月 文政2～天保2 8月 恵米方 13
天保2，9～10，12～13 天保3，10～11，13～14 8月 恵米方 5
弘化3～4 弘化4～嘉永元 8月 恵米方 2
嘉永2 嘉永3 8月 恵米方 1
26
③地下囲米根帳
標　題 村　名 標題年月 作成年月 冊数
地下囲米村別累年入倉附込 　　　　［勘場諸村］ 寛政5 寛政5.11 ～ 明治4.8 1

















*二島 寛政9.11 寛政9.12 ～ 明治6.8 1
南吉敷□地下囲米根帳　
　　（□：村名）
*鋳銭司村 明治4 明治4.6 ～ 明治6.8 1
・西岐波　　・西本郷 明治4 明治5.8 ～ 明治6.9 2
②小郡諸修補受（請）払御算用一紙
標題年次 作成年月 作成者 冊数 表紙（本書）書入年月日
（年度） (奥書） 役職 名　前 本書 控 「究」 「引合済」
嘉永4 嘉永5.8 恵米方 森重貞右衛門 1 嘉永5.10.5
嘉永5 嘉永6.8 恵米方 森重貞右衛門 1 安政元.3.1
嘉永6 嘉永7.8 恵米方 森重清右衛門 1 安政2.2.5
安政2 安政3.8 恵米方 中村伝七 1 安政3.9.28
安政3 安政4.8 恵米方 林勇蔵 1 1 安政4.9.29
安政4 安政5.8 恵米方 林勇蔵 1 1 安政6.4.23
安政5 安政6.8 恵米方 林勇蔵 1 1 安政7.2.1
安政6 万延元.8 恵米方 林勇蔵 2 2 文久元.3.24
万延元 文久元.8 恵米方 林勇蔵 1 1 文久2.2.14
文久元 文久2.閏8 恵米方 高井三郎助 1 文久3.2.20
文久2 文久3.8 恵米方 山内休兵衛 1 元治元.6.25
文久3 元治元.8 恵米方 林勇蔵 1 1 明治5.3.7
慶応3 慶応4.8 恵米方 林勇蔵 2 1 明治9.9.8
慶応4 明治2.8 恵米方 林勇蔵 2 1 明治9.9.8
明治2 明治3.8 恵米方 林勇蔵 2 1 明治9.9.8




















代文左衛門が同四年に中関宰判廃止により復活した小郡宰判の恵米方に就任していた時期である（表１参照） 。①―イは享和元～文化九年分で木箱四八番に収納されているが、もともとは に収納されていたものであろう。ともあ 恵米方作成の修補関係の史料が意図して保管されてきたことは確かである。　
勇蔵の祖父以降の勘場文書が大切に保管されていたことは容器に







































































































がある。職掌不詳とされる勘場守が飯焚夫、 また飛脚番が状持夫 （表７参照）というのもそうであ 。　「修甫仕組掛」は今日の財政改革を、 「部内仕組掛」はさらに行財政改革を想起させるものがある。四年一一月の勇蔵辞令の時点ですでに構想されていたものであろう。藩政時代の修補制度は、地方行政において 「部内仕組」 の根幹を占めるものであったと考えられる。　恵米方はいわば今日の経理・財務の主管で、修補制度に基づく各
























































は大庄屋以下で、大庄屋・恵米方・算用師が勘場三役といわれるのは「根銀」からみても頷けよう。勘場守、 加勢役（算用師、 大庄屋、勘場） 、飛脚番は勘場三役の下役であった。　
定法心付銀は全員に支給され、トップの と勘場守以下を除







役職名 名前 根銀 心付銀 歩引 年額 支払額 月割 勤月 備考
先代官 楢崎八十槌 3,000 2,400 1,200 200 1～6 6 盆前4歩　暮分6歩
12か月割　6.17交代
算用役 御籏善右衛門 1,950 1,950 1 1,755 702 盆前4歩　暮分6歩




262.5 52.5 1～5 5 12か月割　5.29交代




262.5 52.5 1～5 5 12か月割　6.2交代
河野庄作 700. 630. 42. 42. 6 1 盆前4歩を6か月割
普請方 大和忠助 1100. 990.




269.164 67.291 9～12 4 12か月割
67.291 67.291 1 1 同上．2.1交代




67.291 67.291 1 1 12か月割．2.1交代
孫七 807.5 336.455 67.291 2～7.3 5 12か月割
所務方手子
千右衛門・茂三郎 530. 503.5 604.2 暮分6歩　2人分
1人251.748匁多吉・孫三 530. 503.5 503.496 41.958 7.18～12 6
同上4人 1人530. 1人503.5. 805.6 4歩方　1人201.4匁
先所務方手子
尚七 530. 503.5 92.36 41.958 1～7 7 盆前4歩方下渡分引残







383.562 63.927 7～12 6






























































上野謙蔵 59. 59. 4.916 7～12 6
上田徳治郎 59. 59. 4.916 7～12 6
山内文吉 59. 59. 4.916 7～12 6





































役職名 名　前 根銀 歩掛 年額 支払額 月割 勤月 備　考
先代官
楢崎八十槌 3000. 2 600. 300. 50. 1～6 6 盆暮半方宛
6.17交代 12か月割
算用役 御籏善右衛門 1950. 2.5 488. 244. 盆暮半方
打廻り手子 半兵衛 850. 3 255. 85. 21.25 9～12 4 12か月割
控物手子 安平 850. 3 255. 127.5 盆暮半方
大庄屋
高井三郎助 807.5 3 242.25 121.25 盆暮半方
山内休兵衛 807.5 3 242.25 121.25 盆暮半方
恵米方
山内休兵衛 686. 3 205.8 102.9 盆暮半方





1人29.49匁上田徳二［治］郎 59. 59. 4.916 1～6 6













































































































































































































































著名な勇蔵の事績とは別の側面から光をあてる目論見で林家文書の特色を把握しようとしたも である。もちろん、一部 史料についてのものであり、今後さまざまな観点からのアクセスにより、林家文書目録データベース 活用されることを期待したい。　
歴史研究はアクセスした個々の史料の解読、分析から始まる。図














町史史料』 （二〇〇三年 小郡町） 。③の「林勇蔵年表」 （四九五～四九七頁）は①の記述に依拠している。
（３）
 林家所蔵の「林家文書目録」 （地方調査員 ・ 佐久間努作成）のうち、
箱番２の枝番①～④の巻物４軸と箱番４の枝番①～②の巻物２軸。筆者の便宜上、右の目録を参照のうえ、史料番号と仮題を表記した
２─１











～慶応三年、 褒賞状 ・ 「御仕成」沙汰書、 奉書類） 。巻物。
２─３














銀献納覚 （文政八～慶応二年） 、 毛利家羽織下賜状 （明治一八、二九年）を含む。
４─１





 「御願申上候事」 （弘化四年三月、林勇蔵勤功上申書） 。巻物。
（
４）解読文の凡例は次による。①原則として常用漢字、現代仮名で表記。② 者 説明 （
　
）で表記、誤字・誤記の訂正を含む、③


























14） 法鏡院は第一〇萩藩主の正室三津（みつ）の院号、 同右、 一一三頁。
（
15） 郷之助は第一〇代萩藩主の三男信順（のぶゆき） 、 同右、 一一四頁。
（



































































































































































































































28） 山口県文書館編集『防長風土注進案』 、第一四巻「小郡宰判」 （一















































































































































































































































































勇蔵作成） 、林家文書、五三五―〇三。この史料は「請之座」と「払之座」から構成され、前者の収入総額は米二二三石一斗五升三合、銀三万二六九九匁二分七厘二毛、 の費目は米が定払修甫からの六〇石、諸囲石三一六四石余の利米一五八石など四費目、銀は紺屋、鬢付屋、塩浜問屋、油屋などの運上、諸職人の水役銭、川口の諸口銭、津市・丸尾崎の魚せり座口銭、売米など二四費目であった 後者の支出総額は米全額、銀四万四五 九匁二分四毛で、決算は銀一万一八四九匁九分三厘二毛 「払過」となり、これを「窮民修甫より払出被仰付」補填している。
（
67） 前掲註（
２） の② 『小郡町史』 増訂版、 五二～五三頁、 「林勇蔵手記」
による説明によると、 、打廻手子は文久年間初めて置かれ 代官配下の目付役で郡中を偵察 控物手子 諸願書・沙汰物に係り 庶務手子は常 郡内の受持区域を巡視して苦情を偵察 庄屋の事務を監察・補助した。
（
68） 前掲註（
２）の②、五三～五四頁、恵米方「給料」 （年額）は、
定払修補から恩米四石五斗と御心付六八六匁（本稿表５の「根銀」と同額） 、外に内修補から三歩（三〇％）増し、計八九一匁八分の支給 いう説明である。同じく①の四五頁の説明は「御心付」銀が前者の根銀のみである。
（
69） 前掲註（
27） 、一四〇頁、註（９） 。
（
70） 前掲註（
16） 、四九頁、 「かんばやくにん
　
勘場役人」 。
一〇〇
